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子ともたちのかわいいこいのぼりも準備万鯖です。
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酎
地
の
空
に
鯉
の
ぼ
り

元
気
に
泳
げ
　
鯉
の
ぼ
り

敷
地
自
治
振
興
会
で
は
、
4
月
1
4
日
　
（
土
）
敷
地
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
地
区
の
皆
さ
ん
約
0
0
人
の
協
力
で
敷
地
保
育
所
園
児

が
作
っ
た
か
わ
い
い
鯉
の
ぼ
り
帖
匹
と
赤
。
黒
。
青
の
色
と

り
ど
り
の
鯉
の
ぼ
り
0
0
匹
を
一
緒
に
揚
げ
ま
し
た
。

作
業
は
約
1
時
間
で
終
了
し
、
完
成
後
、
子
ど
も
の
す
こ

や
か
な
成
長
と
、
区
民
の
健
康
と
発
展
を
祈
念
し
て
万
歳
を

三
唱
し
祝
い
ま
し
た
。

鯉
の
ぼ
り
は
、
お
い
し
い
風
を
お
な
か
い
っ
ぱ
い
に
ほ
う

ぼ
っ
て
、
敷
地
の
空
に
泳
い
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
元
気
に

泳
い
で
い
る
鯉
の
ぼ
り
を
観
に
来
て
く
だ
さ
い
。

（
＊
期
間
は
5
月
1
8
日
ま
で
で
す
。
）

（
大
上
清
隆
）



任任

寺時　寺小　　　　升松　今松　寺上

戸宗　戸林　　　田臼　井浦　戸垣

照一　照幸　　　　芳正　康正　照良

一英　一雅　　　　樹美　之法　一三

任任任任
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0　　　　0

安　　　　吉

田　　　　舎

今松枝　永片畑

本本木　岡山山

美空博　弘辰麻

緒治史　美由美

○
中
四

字

中表奥　田東　沖福貞　粟福玉

野　野。　日永同　根島雷

誠徳和　寿一　貫和玲　久　悠
美　　　　　　　　美

二美則　子也　子夫子　子悪己
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就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

吉
舎
町
内
6
地
区
に
自
治
振
興
会
が
設

立
さ
れ
て
1
0
年
、
6
地
区
の
自
治
振
興
会

の
連
合
体
が
組
織
さ
れ
て
8
年
に
な
り
ま

す。

こ
の
度
、
吉
舎
町
自
治
振
興
連
合
会
の

役
員
改
選
に
お
い
て
、
新
た
に
会
長
の
任

を
負
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
何
分
、
未

熟
者
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
指
導
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

町
内
各
地
域
で
抱
え
る
諸
課
題
の
解
決

や
地
域
特
性
の
推
進
に
向
け
た
地
域
ビ

ジ
ョ
ン
が
策
定
さ
れ
、
地
域
ぐ
る
み
で
活

発
な
取
り
組
み
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
吉
舎
町
に
住
み
、
働
き
、
学

び
、
暮
ら
し
て
い
ま
す
か
ら
町
内
〃
地
域

内
の
良
し
悪
し
は
十
分
に
把
握
し
て
い
ま

す。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
生
活
の
満

足
度
を
高
め
得
る
の
は
、
そ
の
地
域
の
生

活
者
自
身
で
す
。

自
分
た
ち
の
生
活
し
て
い
る
地
域

を
。
〃
“
何
と
か
し
た
い
と
い
う
人
が
増

え
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
み
よ
い
地

域
社
会
の
実
現
の
た
め
お
互
い
が
支
え
合

い
、
温
か
い
心
の
通
い
合
い
の
な
か
に
知

識
や
行
動
力
が
高
ま
り
、
地
域
へ
の
愛
着

や
吉
舎
町
住
民
で
あ
る
こ
と
の
誇
り
と
喜

び
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
る
と
思
い

ます。皆
さ
ん
が
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
ま

ち
づ
く
り
。
地
域
づ
く
り
に
主
体
的
。
積

極
的
に
係
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
各
地
域
の

自
治
振
興
会
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
ま

ち
づ
く
り
に
係
る
組
織
や
団
体
、
三
次
市

吉
舎
支
所
と
相
互
に
連
携
し
、
補
完
し
合

い
な
が
ら
協
働
し
て
取
り
組
み
、
各
人
に

少
し
で
も
「
し
あ
わ
せ
」
が
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
自

治
振
興
会
活
動
へ
の
さ
ら
な
る
ご
理
解
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

吉
舎
町
自
治
振
興
連
合
会

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

役
員
・
職
員
が
交
代
し
ま
し
た
。

○
吉
舎
町
自
治
振
興
連
合
会

会
長
新退

副
会
長新退

事
務
局
長
新

　

任

退

　

任

4
月
の
人
事
異
動
に
伴
い
吉
舎
支
所
長

に
就
任
し
ま
し
た
。

も
と
も
と
吉
舎
町
役
場
の
出
身
で
、
こ

の
2
年
間
は
支
所
次
長
と
し
て
吉
舎
支
所

へ
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た

の
で
、
少
し
は
ご
存
じ
い
た
だ
い
て
い
る

か
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
社
会
経
済
や
自
治
体
を
取
り
巻

く
環
境
が
激
し
く
変
化
す
る
中
、
市
民

ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
行
政
（
支
所
）
と
し

て
の
対
応
力
が
問
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す。

職
員
の
異
動
や
事
務
分
担
等
の
変
更
が

あ
り
ま
す
が
、
あ
た
ら
し
い
支
所
体
制
で

『
吉
舎
町
の
活
性
化
』
と
『
町
民
の
皆
様

の
拠
り
所
』
と
な
れ
る
よ
う
支
所
職
員
一

丸
と
な
っ
て
誠
心
誠
意
努
力
し
て
い
く
所

存
で
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す。

○
中
四
字
自
治
振
興
会

会
長
新

　

任

退

　

任

事
務
局
長
新退

○
敷
地
自
治
振
興
会

会
長
新退

川

　

崎

　

久

　

敬

今

　

井

　

康

　

之

〇
八
幡
自
治
振
興
会

会
長
新退

田

　

上

　

孝

　

治

宮

　

本

　

数

　

彦

吉で）

所
長
　
中
野
誠
二

○
徳
市
自
治
振
興
会

事
務
局
長
新

　

任

）
倉
政
子

今
年
度
もサ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
お
知
ら
せ

吉
舎
支
所
で
は
、
今
年
度
も
地
域
の
活

動
を
支
援
す
る
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を

行
い
ま
す
。

吉
舎
支
所
の
職
員
が
、
6
つ
の
地
域
を

そ
れ
ぞ
れ
に
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
一

緒
に
活
気
あ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す。
○
敷
　
地

〇
八
　
幡

○
徳
　
市
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要
田
小
学
校
の
新
入
生

青
空
く
ん
　
大
冥
く
ん

4
月
6
日
　
（
金
）
安
田
小
学
校
に
白
附

青
空
（
し
ら
つ
き
　
あ
お
ぞ
ら
）
君
、
松

島
　
大
実
（
ま
っ
し
ま
　
そ
ら
）
君
が
入

学
し
ま
し
た
。

笑
顔
が
と
っ
て
も
か
わ
い
い
、
将
来

『
イ
ケ
メ
ン
』
に
な
る
か
も
？
の
二
人
で

す。

少
子
高
齢
化
の
大
き
な
波
は
こ
の
安
田

に
も
押
し
寄
せ
て
き
て
い
ま
す
が
、
「
自

然
を
愛
す
る
心
」
を
育
て
る
教
育
を
実
践

し
て
い
る
安
田
小
学
校
は
こ
の
二
人
が
入

学
し
て
全
校
児
童
2
0
人
に
な
り
ま
し
た
。

大
切
な
安
田
の
宝
で
あ
る
こ
の
笑
顔
を

み
ん
な
で
温
か
く
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

（
滝
上
　
洋
）

桜
満
開
春
㌻
訂

正
興
毒
で
お
花
見
茶
会

中
四
字
自
治
振
興
会
で
は
、
4
月
日
日

（
火
）
矢
野
地
の
正
典
寺
で
「
お
花
見
茶

会
」
を
行
い
ま
し
た
。
3
8
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
お
寺
の
境
内

の
桜
は
今
が
満
開
の
一
番
い
い
時
、
す
ぼ

ら
し
い
お
花
見
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
本
堂
で
お
い
し
い
山
の
芋
饅

頭
と
お
抹
茶
を
ご
馳
走
に
な
り
ま
し
た
。

一
服
の
お
茶
は
、
身
体
を
元
気
に
し
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
至
福
の
ひ
と
と
き

で
す
。続
い
て
、
和
尚
さ
ん
に
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
「
銀
の
ル
ー

ト
」
と
題
し
て
、
大
森
銀
山
か
ら
尾
道
へ

銀
が
運
ば
れ
て
行
っ
た
道
中
の
お
話
で
し

た
。
吉
舎
町
内
の
地
こ
い
く
つ
か
話
の

中
に
出
て
き
て
、
興
味
深
く
拝
聴
し
ま
し

た。

い
よ
い
よ
お
花
見
弁
当
の
時
間
で
す
。

思
い
思
い
の
場
所
で
、
弁
当
を
ひ
ろ
げ

て
、
に
ぎ
や
か
に
楽
し
く
い
た
だ
き
ま
し

た。

弁
当
の
後
は
、
三
々
五
々
お
花
見
で

す
。
カ
タ
ク
リ
の
花
や
一
輪
草
も
咲
い
て

い
ま
す
。
緑
豊
か
な
自
然
の
中
で
、
色
と

り
ど
り
の
花
に
囲
ま
れ
て
、
心
穏
や
か
で

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
が
流
れ
て
い
き
ま

し
た
。
美
し
い
日
本
の
春
を
満
喫
し
た
一

日
で
し
た
。
　
　
　
　
　
（
山
本
春
美
）

そ
こ
で
は
、
吉
舎
支
所
の
貞
岡
さ
ん
と

三
次
衛
生
施
設
管
理
者
の
方
が
待
ち
受
け

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

施
設
内
の
説
明
を
み
な
さ
ん
熱
心
に
聞

い
て
お
ら
れ
、
各
家
庭
の
汚
水
処
理
が
何

行
程
も
の
洗
浄
過
程
を
経
て
放
流
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
驚
き
、
普
段
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
施
設
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
良

い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

帰
り
は
三
五
を
通
り
、
毘
沙
門
橋
か
ら

古
市
。
七
日
市
へ
と
、
往
復
約
4
キ
ロ
を

全
員
完
歩
し
ま
し
た
。
　
（
佐
伯
啓
子
）

心
地
よ
い
春
風
を
受
け
て

歩
き
ま
し
た

吉
舎
自
治
振
興
会
福
祉
部
主
催
の
「
歩

い
て
歩
い
て
ふ
れ
あ
い
健
康
づ
く
り
」
を

4
月
8
日
　
（
日
）
　
に
、
参
加
者
2
0
人
で
開

催
し
ま
し
た
。

7
時
0
0
分
に
吉
舎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
へ
集
合
し
て
、
軽
く
準
備
体
操
を
し

た
後
、
日
彰
館
高
校
の
土
手
の
桜
の
つ
ぼ

み
を
見
な
が
ら
、
毘
沙
門
橋
、
吉
舎
大
橋

を
通
り
川
沿
い
を
歩
き
、
学
校
橋
か
ら
旧

道
へ
出
て
浄
化
セ
ン
タ
ー
へ
到
着
で
す
。
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心待ちにしています
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小
学
校
生
活
の
ス
タ
ー
ト

八
幡
小
学
校
入
学
式

4
月
6
日
　
（
金
）
　
八
幡
小
学
校
入
学
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
5
人
の
新
入
生
が
あ
り
、
校

長
先
生
や
多
く
の
来
賓
の
皆
様
か
ら
歓
迎

の
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
、
小
学
校
生
活

へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
た

ち
と
一
緒
に
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
、
元

気
に
育
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
野
上
　
清
治
）

交
流
セ
ン
タ
ー
で

初
め
て
の
お
花
見
を
開
催

4
月
針
目
　
（
土
）
　
吉
舎
徳
市
自
治
交
流

セ
ン
タ
ー
で
、
恒
例
の
徳
市
の
お
花
見
を

開
催
し
ま
し
た
。
交
流
セ
ン
タ
ー
で
の
お

花
見
は
初
め
て
で
す
。

総
勢
4
5
人
の
出
席
が
あ
り
、
平
岡
議
員

の
乾
杯
か
ら
宴
が
始
ま
り
、
老
い
も
若
き

も
一
緒
に
な
っ
て
和
気
ア
イ
ア
イ
で
食
事

や
お
し
ゃ
べ
り
に
、
桜
な
ら
ぬ
花
が
咲
い

て
い
ま
し
た
。

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も
あ
り
、
さ
ら
に
熱
が

入
っ
て
ビ
ン
ゴ
に
な
っ
た
人
達
の
景
品
争

い
？
ま
で
は
、
い
き
ま
せ
ん
が
笑
顔
で
景

品
を
受
け
取
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

外
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
室
内

で
お
花
　
（
鼻
）
　
み
が
盛
大
に
出
来
ま
し

た
け
の
こ

に
よ
こ
に
よ
こ
　
元
気
妹
子

4
月
2
8
日
　
（
土
）
　
中
四
字
自
治
振
興
会

で
は
、
今
年
も
「
た
け
の
こ
祭
り
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
5
回
目
を
数
え
る
こ
の
祭

り
、
今
年
の
参
加
者
は
、
な
あ
な
あ
な
ん

と
1
0
0
人
越
え
〓
‥
大
盛
況
と
な
り
ま
し

た。

雲
一
つ
な
い
快
晴
、
前
日
か
ら
の
準
備

に
続
き
、
当
日
も
朝
早
く
か
ら
地
元
の
み

な
さ
ん
、
サ
ロ
ン
の
メ
ン
バ
ー
さ
ん
な
ど

な
ど
総
出
で
準
備
万
端
、
さ
あ
ス
タ
ー

お
こ
ち
ゃ
ま
た
ち
も
大
人
の
指
導
で
、

た
け
の
こ
ほ
り
で
大
は
し
ゃ
ぎ
〓
‥
お
昼
に

は
手
作
り
た
け
の
こ
ご
飯
、
シ
シ
汁
、
シ

シ
肉
シ
カ
肉
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
お
土
産

コ
ー
ナ
ー
に
は
1
8
種
類
の
山
菜
を
と
、
盛

り
だ
く
さ
ん
の
趣
向
で
楽
し
い
1
日
と
な

り
ま
し
た
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
た
け
の

こ
の
よ
う
に
、
ま
っ
す
ぐ
に
育
っ
て
地
域

に
根
ざ
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
な
が

ら
、
本
日
の
レ
ポ
ー
ト
を
終
了
し
ま
す
。

（
時
宗
一
美
）

吉
舎
の
花

カ
タ
ク
リ

別
名
　
カ
タ
カ
ゴ

万
葉
集
に
登
場

ユ
リ
科
　
多
年
草

原
産
地
　
日
本

草
丈
　
　
1
0
～
2
0
セ
ン
チ

花

期

　

　

4

～

6

月

花
色
　
　
紅
紫
色

（
花
が
咲
く
ま
で
7
～
8
年
は
か
か
る
）

球
根
か
ら
「
片
栗
粉
」
が
作
ら
れ
る
。

し
か
し
、
と
て
も
稀
少
で
現
在
の
「
片
栗

粉
」
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
で
作
ら
れ
る
。
乱
獲
や

盗
掘
、
土
地
開
発
な
ど
に
よ
る
生
育
地
の
減

少
で
、
数
は
減
少
の
一
途
で
あ
る
。

花
言
葉

「
初
恋
」
　
「
嫉
妬
」
　
「
寂
し
さ
に
耐
え
る
」

（
大
上
清
隆
）

も
の
の
ふ
の

八
十
娘
子
ら
が
　
く
み
ま
が
ふ

寺
井
の
上
の

か
た
か
ご
の
花

大
伴
家
持
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選手宣誓する河村恒汰くん（日影館高校3年）

4月29日（祝）県立日彰館高等学校体育館において大会が盛大に開催されました。大会は団体戦で、中学生以上の部は、県

内で唯一行われる勝ち抜き方式によるものです。今年も中国5県をはじめ愛媛県からの参加校を含め800人を超える規模の
大会となりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市体協吉舎支部剣道部部長福永和夫）

ヽヽの宝庫÷吉舎
吉舎の歴史と観光探訪マップが完成しました
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優
　
勝
　
米
子
松
蔭
高
校
A

準
優
勝
　
興
穣
館
高
校
A

第
3
位
　
清
美
高
校
A

第
3
位
　
日
彰
館
高
校

※
五
人
抜
き
達
成
選
手

鍛
冶
　
良
枝

藤
原
　
朋
子

花
見
あ
お
い

（米子市）

（井原市）

（松山市）

（三次市）

（
興
譲
館
高
校
A
）

（
日
彰
館
高
校
）

（
米
子
松
蔭
高
校
A
）

原

　

　

謙

弥

掛

　

　

晃

大

村
本
　
義
季

松
田
　
勇
樹

井
元
　
大
貴

中
村
　
将
成

【
高
校
女
子
の
部

（東
友会）

（
盈
進
高
校
B
）

（
広
島
皆
実
高
校
）

（
山
口
鴻
城
館
高
校
B
）

（
神
辺
旭
高
校
A
）

（
呉
工
業
高
校
A
）

（21チーム）　】

※
五
人
抜
き
達
成
選
手

藤
井
　
志
帆

立
野
　
由
衣

【
高
校
男
子
の
部
　
（
4
7
チ
ー
ム
）

優
　
勝
　
済
美
高
校
A

準
優
勝
　
呉
商
業
高
校

第
3
位
　
呉
工
業
高
校
A

第
3
位
　
興
譲
館
高
校
A

※
五
人
抜
き
達
成
選
手

（
吉
舎
中
学
校
）

（
十
日
市
中
学
校
）

（松山市）
（呉市）

（呉市）

（井原市）

第
3
位
　
塩
冶
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　
（
出
雲
市
）

【
中
学
女
子
の
部
　
（
1
2
チ
ー
ム
）
　
】

優
　
勝
　
斐
川
西
中
学
校

準
優
勝
　
山
手
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
3
位
　
霊
神
会
A

（出雲市）

（総社市）

（出雲市）

門
野
　
広
輝

伊
達
　
圭
祐

片
原
　
大
地
　
3
回

岡
本
　
恭
祐

行
田
　
養
成

西
尾
　
掃
海

（
八
次
中
学
校
B
）

（
塩
冶
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

（
八
次
中
学
校
A
）

（
山
手
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

（
広
島
明
通
館
）

（
盈
進
中
学
校
A
）

田
園

第
3
9
回
日
影
館
館
祖
祭
記
念
剣
道
大
会
開
催

優
　
勝
　
黒
瀬
剣
道
教
室

準
優
勝
　
山
手
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
3
位
　
東
広
島
剣
道
ク
ラ
ブ
A

第
3
位
　
尽
誠
館
道
場

【
中
学
男
子
の
部
　
（
4
3
チ
ー
ム
）
　
】

優
　
勝
　
東
広
島
剣
道
ク
ラ
ブ
A

準
優
勝
　
八
次
中
学
校

第
3
位
　
山
手
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
3
位
　
竹
原
中
学
校

※
五
人
抜
き
達
成
選
手

○
大
会
結
果

【
小
学
生
の
都
　
（
3
5
チ
ー
ム
）



二品こ青は吉舎⑬書館です
5月の新着図書案内（3月21日～4月20日受入分）
一般書

時に海を見よ　　　　　　　　　　　　　　　　渡辺　憲司／善く人生訓〉

波平さんの年金　　　　　　　　　　　　　　　中嶋　宏次／善〈年金〉

シニアがみるみる若返るお手玉遊びの魔法　　　斎藤　道雄／葺くお手玉〉

「荻心痛・心筋梗塞」と害われたら“”〃　　　　　川名　正敏／善く循環器〉

忙しくてもていねいに暮らしたい人の察しごと　柳沢　小異／書〈暮らし方〉

魔法の鍋帽子　　　　　　　　　　　婦人之友社編集部／編〈料理〉

銀の匙　1・2　　　　　　　　　　　　荒川　弘／善くコミック〉

日本人のちょっとへンな英語　　　デイビッド・セイン／善く英語〉

傍聞き　　　　　　　　　　　　　　　　　長岡　弘樹／著〈小説〉

気分上々　　　　　　　　　　　　　　　　　森　絵部／善く小説〉

など　6」冊

児童書

マンガでよくわかるよのなかのルール　横山　浩之／葺〈きようくん〉

ありがとう！さゆうしよく　　　　平田　昌広／ぶん〈さゆうしよく〉

ことばのくにのマジックショー

中川　ひろたか／ことば〈ことばあそび〉

しっもんおしゃべりさん　　　　　さいとう　しのぶ／作〈よみもの〉

ホラー横丁13番地　1－6　トミー・ドンIUtンド／作〈よみもの〉

おにいちやんがいるからね　　　　エヴァ・エリクソン／絵〈えはん〉

たんばばのおくりもの　　　　　　　　　　片山　令子／作〈えはん〉

アンパンマンとさばくのたから　　　やなぜ　たかし／さく　〈えはん〉

ま1つるおすし　　　　　　　　　　　　　長谷川　義史／作〈えはん〉

ありがとう！さゆうしよく　　　　　　　　　平田　景／え〈えはん〉

など　83冊

※貸出中の場合は予約もできます。どうぞご利用ください。

懸 �∴、： � � �� ��蕊． �：∴一 � 
杢： �� ��ヾ議∴． �′ ��　　＿1淑 子： 

∴∴＼ �霧 畿 �；ま※謙憲 ； � ��� 

∵；∴ ∴：＼ � � ��∴ �ヽ・・： 
● 高：；．獄軽・ � ��� ��亭賓 �∴ヾ∴ 

漆‘ 

灘 �∴∵：蕊： ������ 

業毒ii �ー �：〉 � �；・ ∵∴∴．∴ �∴∴ 主＼ ‾：∴ �� �髭・－、 

∴＼∴∴＼＼ �， � �恭 ∴∵「∴∴ ∴∴ベ �∴子、： ��ノ拳 ��一∴ �∴∴∵：＼ 

お母さんに読んでもらうのか一番スキ！！

今月のひとこと

∴∴ � �“イヽ‾、 �� � 

‾・‾‘く ��� �� －1薗一法∴態猛 
笠 C：〇・6 鸞 �言∴∴∴∴．∴ 燕∴∴∴ 築 ノ品 十∴ 二子 �食” ：＼ �溺’ ・； 慾 �÷： 労 く；： ∴ 雰： �，三瀬；’藻縦≡； ��！：ま￥ 恭 一 ∵： �∴〟 、」籠鶉1二： ） 慾鰯撥葵謡 ’ヾ：： 

ヽi＿、i ∴∴「∴ 一：∴ �慾： ��∴＼∴ ��「＼ �綴∴ 

漆鰯綴；；：： ��獲懇談i �饗 � � ��∴一　∵、∴ヾ 

∴ニー．毅 ��．“：・人 ��因聖慾 ��撥 �綴染工∴∴ 

すっこい絵本をつくるぞ－

※ 毎 月 第 1 土 � �テと薄 ‡き轟 力　泳 

吉帳 合自 国の き朝 館は へ‘ おご 越姦 し療 くお だそ きろ いい �き tm t＿ え て く る よ I ● �。1。燕 エ ル 結志 ぢ‾薄 綿竿濃′ん較 

○で � �一㌧∴立．肌，丈三選衰二三電暴） 

「私たちは、－年後、＝年後、せいぜい五年後のことしか考えない『せつかちな未来志向』で過ちを犯してしまっ

た。未来を語らず、明日のことばかりを語り、この国を『進歩の落とし穴』にはめてしまったのである。君たちは、同じ揃

を踏んではいけない。せつかちな未来志向をやめ、五十年後を考えて欲しい。」

～「時に海を見よ　これからの日本を生きる君に贈る」渡辺憲司／著　より～

まるごときんさいNo38　　8



生　涯　学　習　講　座

圏露醗鵠酸蜜
今年も楽生塾の季節となりました。色々な講演会を企画し、新しいクラブも加え、

今年は講演会・クラブ活動を同日で実施し、参加者の皆さまに楽しい一日を過ごして
いただけるよう企画しました。沢山の皆さまのご応募をお待ちしております。

今年も皆勤賞、修学旅行を計画しておりますのでお楽しみに！I

◆主会場
◆対　　象

◆受講料
◆募集人員

◆申込方法

◆申込期限
◆申込・問合わせ

○講演会予定
6月22日（金）

7月20日（金）

9月28日（金）

10月26日（金）

11月30日（金）

吉舎生涯学習センター

吉舎町に在住、もしくは勤務されている方
2，000円（全講座）※クラブ活動での教材費等は別途必要

60名程度

下記から希望するクラブを選び、申込書に必要事項を記入して

吉舎町自治振興連合会（吉舎生涯学習センター内）に提出して
いただくか、電話またはFAXでお申し込みください。

5月31日（木）

吉舎町自治振興連合会事務局　電話〃FAX　43－7272

健康に関する講演会（介護予防体操他）
三次副市長講演

あなたの脳、使っていますか？

携帯電話、スマートフォンの使い方（疑似体験）

消火訓練及び消防講演会

○クラブ活動（下記からお選びください。）
1．郷土史

2．手芸

3．茶道

4．スポーツ吹矢

5．パソコン

6．まるごと健康づくり（ウオーキング及び健康料理）
7．土と親しもう（陶芸を楽しむ）

○希望するクラブ

第一希望

き　り　と　り

（中畑和彦先生）

（法林暁美先生）

（奥田宗節先生）

（曽根光生先生）

（三次ケーブルビジョン）

（吉舎支所“保健師他）

（陶芸クラブの皆様）

きさ楽生塾受講生申込書

第二希望

※人数の関係上、クラブ活動が第一希望にならないことがあります。

住所：〒729－42

三次市吉舎町

氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号：43－
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′毒づ包込み居？j鋤〝を〟 

｝　三次市では、「国保の40～74歳の方の特定健診受診率」が伸び 
悩んでいます。 

国の示す目標値は65％です。 
吉舎町では平成21年度では約38％、平成23年度は約29％と 

なっています。 

（三次市内の平均は平成23年度が約35％で、吉舎町は平均よりも 
低いです。） 

すでになんらかの病気で治療をされておられる方も健診の対象で 

す。「もう申し込んだ？統合健診は電話でも申し込めるんよ」と、 
家族・友人同士で声をかけ合う、声かけ大作戦をお願いします。 

人間ドック・脳ドックは5月末が締切です。お忘れのないようにお 

申し込みください。 

傭しく鱗広報械よし5万事をこ置く居きい。 

総合調整係　℡43－3111 

「特定健診」は、40～74歳までの公的医療保険加入者が健診対象と 

，－なり、「腹囲・BMI・血圧・血糖・血中脂質・肝機能」などの検査が 
ゝ－＿与われます。 

醒日曜さまること日程表　2012年5月～6月 �� 
5月20日（日）9：00～ �安田区民・小学校“保育所合同春季大運動会 �安田小学校グラウンド 

5月20日（日） �吉舎小学校運動会 �吉舎小学校グラウンド 

5月22日（火）8：30～ �JR備後安田駅舎及び周辺清掃整備活動 �安田自治振興会主催 

5月27日（日）9：00－ �中四字区民大運動会 �吉舎小学校グラウンド 

5月27日（日）9：00～ �敷地区民大運動会 �敷地グラウンド 

5月27日（日）9：00－ �八幡地区大運動会 �八幡小学校グラウンド 

6月　3日（日）8：00～ �吉舎地区花いっぱい運動（花の植替え） �吉舎コミュニティセンター 

6月　3日（日） �吉舎中学校運動会 �吉舎中学校グラウンド 

6月　3日（日） �安田地区一斉清掃日 �安田自治振興会主催 

6月　7日（木）8：30～ �ひまわり公園整備 �安田自治振興会主催 

6月10日（日）8：30～ �八幡地区ふれあいグラウンドゴルフ �八幡小学校グラウンド 

6月16日（土）夕方～ �敷地ホタル祭 �片野力組集会所 

6月17日（日）9：00～ �徳市ミニスポーツ大会 �吉舎徳市自治交流センター 

発行“編集／『まるごときんさい』編集委員会吉舎町自治振興連合会三次市吉舎町吉舎718番地1電話・FAX：43－7272
三次市吉舎支所　　　三次市吉舎町吉舎368番地　電話：43－3112FAX：43－3062
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